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第三回「団地の暮らしを考える座談会」は、10 月 29 日（火）、第一団地集会所にて開
催されました。今回は、これまでの座談会の内容を中心に振り返りをしました。そして、
今後のすすめ方について質疑応答・意見交換を行いました。

お問い
合わせ

座談会の運営に関するお問い合わせ
国立市 富士見台まちづくり担当（布施・三澤） 　　　

042-576-2111内線 383
　　　　　　団地に関するお問い合わせ

UR都市機構 ストック再生事業課　042-595-9478

皆さまからのご意見の詳しい内容は、国立富士見台団地自治会事務所、および 管理サービス
事務所で閲覧できます !

これまでの取り組み　～国立富士見台団地のまちづくり

― URによる説明会は、今年度中を目途に開催される予定です。（別途、各戸に時間・
場所等が記載された説明会開催のご案内が配布されます。）

― 団地再生・建替えや団地の改善などに対して、自由に意見を言える場や、情報共有・
周知をはかる「通信」は、これからも継続していく予定です。

皆さまからの主なご質問・ご意見～つづき

今後の予定

「説明会」の開催・これからのすすめ方など

◯ 「説明会」は、具体的にいつ頃を予定しているのか？
URより　 これまで「スピード感が重要」とのご意見をたくさんいただいたことも

あり、なるべく早く開催したい。遅くとも今年度内の開催を目指したい。

◯ 事業は「重点まちづくり構想」の重点エリアとなっている第二・第三団地だけが
対象で、第一団地はまだ先になるのか？
URより　 第一団地は後回しということはない。同じく高経年化等の課題を抱える

国立富士見台団地として一緒に建替えを考えていきたい。

◯ 「説明会」への呼びかけはどの範囲に、どういうやり方で行うのか？
URより　 第一団地から第三団地までの全住戸に、ご案内をポスティングする予定。

◯ 「説明会」の前にアンケートをやって、皆さんの声を把握してはどうか？
URより　 アンケートは、意見を集める手法として検討したい。やるとしたら説明

会のあと、多くの人に経緯や状況について周知のすすんだ頃が望ましい
と考える。

◯ 第二・第三団地は公共施設再編との絡みがあるので、団地だけで考える問題でな
いのでは？
国立市　　もちろん市民の声をしっかり聞く必要がある。また市民の声をURさん

にお願いします、と渡すのではなく、まちづくりとして市がイニシアチ
ブをとりながら、連携・協働のなかで進めていきたい。

「国立市富士見台地域まちづくりビジョン」（2018) から、今回の第 3回座談会に至る約７年間
の一連の取り組みについて、その概要を振り返りました。

①国立市のまちづくりから
　 三者懇談会へ 国立市富士見台地域まちづくりビジョン

「国立市富士見台地域重
点まちづくり構想」で
定められた、３つのプ
ロジェクトの具現化を
目指して、団地自治会・
国立市・UR による「三
者懇談会」が設けられ、
話し合いを継続してき
ました。
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国立市富士見台地域重点まちづくり構想
●  団地に関わる３つのプロジェクト、重点エリア等の設定

●  ３つのプロジェクトの具現化の
ため、団地自治会・国立市・
URの協働の場
PJ７：支え合いの仕組みづくり

PJ８：団地の環境整備

PJ９：重点エリア検討
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「団地の暮らしを考える座談会」のながれ

◯ 「説明会」では、団地をどのようにしていくのか、具体的プランは示されるのか？
URより　 団地の将来像として、骨格となる動線や、どの部分をどういう性格とする

かなど、大まかなゾーニングをお示しする程度と考えている。
◯ まずどこを建替えるのかなど、具体的なプランがないと話が進まない。
URより　 座談会に出ていない人、通信を読んでいない人に、いきなり建替えの具体

案を出すと不安に思われる懸念がある。URでは「建替えを検討します」
と宣言し、それから様々な調査等をして検討を進めた上で、具体のプラン
を出すのが標準的なすすめ方。とはいえ、早期に提示できるよう、スピー
ド感をもって検討をすすめる。

◯ 建替えをやるという前提があるならば、決まっていることはできる限り具体的に提
示して欲しい。曖昧な言い方をされるとかえって不安が高まる。
URより　 決まったプランはない。建物はいつかは建て替えねばならず、またお住ま

いの方々の負担をできる限り低減するため段階的に進める必要があり、特
に国立富士見台団地のような大きな団地は、事業に 10年、20年と長い
時間がかかる。そのため、すみやかに建替えをすすめたい。

◯ 「説明会」では 「団地の将来像」を示すということだが、それは20年先のことなのか？
URより　 団地の建替えは長いスパンでのまちづくり事業であり、まず 20年先の将

来像を想定し、そこに向かって 5年後、10年後にするべきことを考える
手順になる。

◯居住者、特に高齢の居住者にとって関心があり、重要なのは１～2年後。１～2年
後にどうなるのかを示して欲しい。
URより　 今回実施予定の「説明会」を開催後、具体な検討を進めたうえで、具体的

なプラン・建替えはどこから・いつ始めるのかといった、事業の実施に関
する説明会をあらためて実施する予定。

現在の団地の課題への対応について

◯ 空き家、家賃、高齢化など、現在の課題にはどう対応するのか？
URより　 この座談会を通じて、住棟の補修や住まいの不具合、高齢化に伴う不安な

ど、短期的な問題の切実さは認識している。短期的な対応と長期的な将来
像の両方を見据えつつ、総合的によりよい環境になるよう、両にらみです
すめたい。

◯ 家賃が高いから空き家になる。「近傍同種と同様の家賃」というのであれば、具体
的な数字を示して説明して欲しい。
URより　 家賃や空き家などの具体的なデータは、URの経営に関わる情報のため、

お示しすることはできない。

②団地の暮らしを考える座談会について 皆さまからの主なご質問・ご意見

裏面につづく　

URによる説明会について
③今後のすすめ方

座談会での話し合いでは、「UR の方針を明示して」
「具体的な改善案を示して」とのご意見が多くださ
れました。これまで暮らしの課題・ニーズの把握を
主眼としてきた座談会ですが、今後は UR で具体的
な団地再生の検討をすすめ、その案をもとに議論を
する場へと、新たな段階に転換していく必要性が確
認されました。

団地の良い所や気にな
るところなど、様々な
ご意見を皆で出し合う

既存住棟へのエレベーター
設置の可能性、団地再生（建
替え）の方向性についての
説明・意見交換

UR の住戸内修繕や、
住棟の改善事例、家賃・
空家についての説明・
意見交換

富士見台地域と団地のま
ちづくりを振り返り、こ
れからのすすめ方につい
て意見交換

住み続けられる・住みたくなる団地にむけて、団地の改善手法や今後の方針につ
いての情報を共有し、より多くのお住まいの方々からご意見を聞くために、団地
にお住まいの方であればどなたでも参加できる「団地の暮らしを考える座談会」
を開催しました。準備会を含めてこれまで４回行いました。団地にお住まいの皆
さまへの周知を図るため各座談会の結果を全戸配布し、さらに出席が難しい方へ
の配慮としてご意見箱を設置するなどし、ご意見を反映してきました。

座談会は新たな段階に

団地の暮らしを
語ろう！

住棟・住まいに
ついて（その２）

住棟・住まいに
ついて（その１）

まとめ・今後の
すすめ方

これまでこの「通信」や座談会にお
いて、情報共有・意見交換を行って
きました。
さらに多くの団地にお住まいの皆さ
まに情報提供をしていくことが重要
であることから、UR より、団地に
お住まいの方々全員にむけ、「今後、
団地再生・建替えの具体的な検討や、
地質などの基礎調査を行っていくこ
と」や、「UR の考えている団地の将
来像」をお伝えするなど、建替えの
検討をすすめることをきちんと説明
する会を UR 主催で開催すべきとの
提案がありました。

建替え等の具体的なプランについて

団地の暮らしを考える座談会 ～今後の進め方
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